
同じ中学校に通う同級生、戸山ミナちゃんと平山ジローくんが米子の歴史や文化（カルチャー）のことにく
わしいかるちゃんといっしょに米子城の魅力や謎に迫ります。今回は、秋に募集開始予定の「米子城 魅せる！
写真コンテスト」や今春からの観光戦略的な動きなどについてご紹介します。
かるちゃん：今年の米子桜まつりは絶好の花見日和だったね。米子城跡の桜

も満開でとてもきれいだったな。君たちも行ってみたかい？
ジローくん：行った行った。天守や南西側の水
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あたりでお弁当を広げ
ている家族連れのお客さんが多かったね。天守からは大山が
くっきり見えてるし、写真的にもバッチリいいのが撮れた。

かるちゃん：今年も「米子城 魅せる！写真コンテスト」が開催されるからね。
募集期間は10月１日（月）から来年の１月23日（水）までなので、
今のうちからいろいろ撮りためておくといいね。

ミナちゃん：去年は残念ながら入賞できなかったので、今年はリベンジね。
かるちゃん：米子城には、歴史的な遺構、天守からの絶景、そして城下町の

風情など多彩な魅力があるから、それらを気軽に自分目線で切
り取ればOKさ。詳細については今後、広報や市ホームページ
などで告知されるから要チェックだ。

ミナちゃん：米子城跡ばかりでなく、城下町OKっていうのがポイントね。
城というと、どうしても石垣とか郭

くるわ

などに目が向きがちだけど、
古い町家や米子独特の小路、お寺、お地蔵さまなど、城下町に
は城跡とは違った魅力があるものね。

ジローくん：そうそう、加茂川遊覧なんかもすてきだしね。待てよ…ひょっ
とすると、城下町の魅力をアピールする写真で勝負した方が入
賞の可能性は高いのかな？

かるちゃん：ふふふ。君たち、なんだか今年もやる気満々だね。城下町とい
えば４月１日には京橋のすぐ近くの灘町に「米子まちなか観光
案内所」（運営：一般社団法人 米子観光まちづくり公社）が開
設されたね。米子城関係の資料展示や、新たに編成された城下
町米子観光ガイドで城下町の魅力に触れることができるね。

ミナちゃん：ＪＲ米子駅には、英語で案内できるスタッフが常駐する米子市
国際観光案内所もオープンしたのよね。外国からのお客さんに
も米子城の魅力をアピールできるわね。

かるちゃん：４月にスタートした米子城 魅せる！プロジェクトスタンプラ
リーでは、米子城マスターをめざすだけでなく、米子城と併せ
て鳥取城、月山富田城（安来市）の３つの100名城スタンプを
集めて、三城跡関連の記念グッズもゲットできるよ。

ジローくん：米子城イベントにどんどん参加してスタンプを集めないとね。
新たな展開を見せる米子城。大山関連イベントなどとの連携もあり
今年も目が離せませんね。次回もお楽しみに！（米子市文化振興課）


